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変遷する官邸会議の舞台裏
⑤  ミレニアム・プロジェクトで
描かれた未来

ダイバーシティ研究所参与
井上 洋

～産業競争力強化を
巡る駆け引き～

生
み
の
親
、

与
謝
野
大
臣
の
置
き
土
産

そ
の
後
、
産
業
競
争
力
会
議
は
、

１
９
９
９
年
５
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で

開
か
れ
、
会
合
の
回
数
は
８
回
を
数
え

た
。
そ
の
間
、
小
渕
総
理
は
９
月
の
自
民

党
総
裁
選
挙
で
加
藤
紘
一
氏
、
山
崎
拓
氏

を
破
り
再
選
を
果
た
し
た
。
供
給
サ
イ
ド

改
革
と
い
う
テ
ー
マ
を
内
閣
の
重
要
課
題

に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
求
心
力
を
高
め
、

経
済
界
か
ら
も
一
定
の
信
頼
を
得
た
こ
と

が
再
選
の
一つ
の
要
因
だ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
司
令
塔
役
を
担
っ
て
い
た
与

謝
野
通
商
産
業
大
臣
が
、
総
裁
選
挙
後

の
内
閣
改
造
で
退
い
た
。
後
任
は
深
谷
隆

司
氏
だ
っ
た
。
産
業
競
争
力
会
議
の
生
み

の
親
で
あ
る
与
謝
野
氏
が
閣
外
に
去
っ
た

こ
と
で
、
結
果
的
に
は
、
９
月
６
日
の
第

７
回
会
合
か
ら
翌
年
１
月
18
日
の
第
８

回
ま
で
の
４
カ
月
間
、
会
合
は
開
か
れ
な

か
っ
た
。

与
謝
野
大
臣
出
席
の
最
後
の
会
合
と

な
っ
た
第
７
回
会
合
で
は
、一
つ
の
重
要

な
決
定
が
な
さ
れ
た
。「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
で
あ
る
。
そ
の
年

の
年
末
、
12
月
19
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
新
し

い
千
年
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
、
産
業
競

争
力
会
議
で
の
民
間
側
提
案
に
よ
り
構

想
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

趣
旨
を
閣
議
決
定
か
ら
引
く
。

銀
行
・
証
券
の
破
綻
や
需
要
低
迷
に

伴
う
業
績
の
悪
化
、
過
剰
設
備
・
人
員

の
発
生
、
不
動
産
・
株
式
な
ど
保
有
資

産
の
評
価
下
落
な
ど
へ
の
対
応
に
追
わ
れ

て
い
た
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
、こ
の「
人

類
の
直
面
す
る
課
題
に
応
え
、
新
し
い
産

業
を
生
み
出
す
大
胆
な
技
術
革
新
に
取

り
組
む
」
と
い
う
謳
い
文
句
は
、
夜
空
に

輝
く
星
の
よ
う
に
感
じ
た
は
ず
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
に
２
０
０
０
年
度
予
算

に
お
い
て
、「
情
報
通
信
・
科
学
技
術
・

環
境
等
経
済
新
生
特
別
枠
」
と
し
て
、

２
５
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ
、
そ
れ
を
官

邸
主
導
で
配
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
供

給
サ
イ
ド
改
革
の
た
め
の
制
度
論
を
議
論

す
る
場
だ
っ
た
は
ず
の
産
業
競
争
力
会
議

が
、
予
算
措
置
に
ま
で
所
掌
範
囲
を
広
げ

た
の
は
、
私
た
ち
事
務
方
も
想
定
外
だ
っ

た
。

財
政
再
建
は

予
算
執
行
上
の
改
革
で

周
知
の
通
り
、
当
時
の
日
本
の
財
政
は

最
悪
と
い
っ
て
も
良
い
状
況
に
陥
っ
て
い

・
・
・
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
（
千
年
紀
）

の
始
ま
り
を
目
前
に
控
え
、
人
類
の
直

面
す
る
課
題
に
応
え
、
新
し
い
産
業
を

生
み
出
す
大
胆
な
技
術
革
新
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
新
し
い
千
年
紀

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
す
な
わ
ち
「
ミ
レ

ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
夢
と
活
力
に
満
ち
た
次

世
紀
を
迎
え
る
た
め
に
、
今
後
の
我
が

国
経
済
社
会
に
と
っ
て
重
要
性
や
緊
要

性
の
高
い
情
報
化
、
高
齢
化
、
環
境
対

応
の
三
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
技
術
革

新
を
中
心
と
し
た
産
学
官
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
構
築
し
、
明
る
い
未
来
を

切
り
拓
く
核
を
作
り
上
げ
る
も
の
で
あ

る
。・
・
・
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た
。
総
需
要
の
低
迷
に
よ
り
税
収
は
大
き

く
減
り
、
公
債
発
行
残
高
は
１
９
９
９
年

度
末
に
３
０
０
兆
円
を
超
え
た
。
当
然
、

大
蔵
省
は
、
財
政
赤
字
の
削
減
、
公
債
発

行
の
抑
制
に
全
力
を
挙
げ
て
い
た
。
特
別

枠
と
は
い
え
、
新
規
の
財
政
支
出
は
認
め

た
く
な
い
。
そ
の
中
で
、
未
来
に
向
け
た

特
別
枠
を
勝
ち
取
れ
た
の
は
、
産
業
競
争

力
会
議
に
お
け
る
今
井
会
長
の
説
得
力

溢
れ
る
発
言
に
対
し
て
、
小
渕
総
理
が
理

解
を
示
し
た
か
ら
だ
。

大
蔵
省
は
、
橋
本
内
閣
時
代
に
い
わ

ゆ
る
「
財
政
構
造
改
革
特
別
措
置
法
」

の
制
定
を
実
現
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
法

律
は
１
９
９
７
年
11
月
に
制
定
さ
れ
、

２
０
０
３
年
度
ま
で
の
赤
字
国
債
発
行

削
減
の
た
め
に
、
各
分
野
の
歳
出
削
減
策

を
盛
り
込
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
１
９
９
８
年
に
発
足
し
た

小
渕
内
閣
が
景
気
回
復
を
最
優
先
す
る

た
め
に
、
条
文
の
ほ
と
ん
ど
を
停
止
す
る

「
財
政
構
造
改
革
特
別
措
置
法
の
停
止

に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
、
事
実
上
、
そ

の
使
命
を
終
え
た
。
税
収
の
低
迷
と
新

規
歳
出
の
増
大
に
よ
っ
て
、
日
本
の
財
政

が
赤
字
公
債
に
依
存
す
る
体
質
に
陥
っ
た

の
は
、
小
渕
内
閣
の
方
針
転
換
に
よ
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ミ
レ
ニ

ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
に
と

ら
れ
た
特
別
枠
も
、
そ
の
責
任
の
一
端
を

負
う
べ
き
も
の
だ
と
思
う
が
、
今
井
会
長

は
、
産
業
競
争
力
会
議
第
４
回
会
合
に
お

い
て
、
以
下
の
よ
う
な
発
言
も
し
て
い
る
。

少
し
長
い
が
、
引
く
。

「
一
度
つ
い
た
予
算
は
、
効
果
が
見
ら
れ

な
く
て
も
継
続
さ
れ
る
」「
同
じ
よ
う
な
予

算
が
、い
く
つ
か
の
省
庁
で
同
時
期
に
執
行

さ
れ
て
い
る
」「
そ
も
そ
も
ニ
ー
ズ
の
な
い

事
業
が
予
算
化
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
状
況

は
看
過
で
き
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
特
別

枠
と
い
う
予
算
措
置
を
要
求
す
る
以
上
、

タ
ガ
は
は
め
て
お
き
た
い
と
い
う
今
井
会

長
の
考
え
が
色
濃
く
表
れ
た
発
言
だ
っ
た
。

小
渕
総
理
、脳
梗
塞
で
倒
れ
る

自
由
党
・
公
明
党
と
の
連
立
で
政
権

基
盤
の
安
定
し
た
小
渕
内
閣
が
長
期
政

権
も
視
野
に
入
る
中
で
、
産
業
競
争
力

会
議
は
、
設
置
直
後
の
よ
う
に
毎
月
必

ず
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
な
っ
て
い

た
。
１
９
９
９
年
９
月
の
第
７
回
会
合
の

次
は
年
明
け
の
１
月
18
日
、
実
に
４
カ
月

ぶ
り
の
開
催
だ
っ
た
。
与
謝
野
氏
の
後
任

だ
っ
た
深
谷
通
産
大
臣
が
中
小
企
業
寄

り
の
現
実
的
な
視
点
で
政
策
を
考
え
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
団
連
と
し
て
、
大

き
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
に
く
か
っ
た

と
い
う
面
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
年
末
決
ま
っ
た
政
府
予
算
案
に

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
特
別

枠
が
盛
り
込
ま
れ
て
、一
息
つ
い
た
感
も

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
年
が
明
け
て
通
常
国

会
が
開
会
さ
れ
る
と
、
小
渕
総
理
が
そ
れ

に
全
力
を
傾
け
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
再

び
産
業
競
争
力
会
議
開
催
の
日
程
調
整

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
４
月
２
日
、
小
渕
総
理
が
脳
梗

塞
を
発
症
、
東
京
の
順
天
堂
病
院
に
入
院

し
た
。
そ
の
前
日
、
記
者
会
見
で
記
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
姿
が
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
総

理
と
し
て
の
執
務
終
了
の
後
も
、
真
面
目

に
書
類
、書
籍
、新
聞
な
ど
に
目
を
通
し
、

と
り
た
め
た
ビ
デ
オ
を
見
る
と
と
も
に
、

ブ
ッ
チ
ホ
ン
と
い
わ
れ
る
電
話
魔
で
、
様
々

な
有
識
者
に
電
話
を
か
け
て
は
意
見
を
求

め
る
。
小
渕
総
理
の
休
ま
な
い
こ
と
を
信

条
と
す
る
日
々
の
生
活
が
、
体
調
悪
化
に

拍
車
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ

れ
た
。

そ
の
後
、
青
木
官
房
長
官
が
首
相
臨

時
代
理
と
な
り
、
小
渕
内
閣
の
総
辞
職
を

決
定
、
４
月
５
日
に
森
喜
朗
第
一
次
内
閣

が
発
足
し
た
。
そ
し
て
小
渕
氏
は
、
５
月

14
日
に
永
眠
さ
れ
た
。
森
新
総
理
に
準
備

不
足
の
感
は
ぬ
ぐ
え
ず
、「
産
業
競
争
力

会
議
は
一
体
、
ど
う
な
る
の
か
」
と
各
方

面
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
入
っ
た
が
、
私
た

ち
は
ひ
た
す
ら
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え

る
ほ
か
な
か
っ
た
。

・
・
・
予
算
の
単
年
度
主
義
や
省
庁
縦

割
り
、
予
算
配
分
の
硬
直
化
の
弊
害
を

排
除
す
る
た
め
、
産
業
競
争
力
強
化
の

観
点
か
ら
の
予
算
の
重
点
配
分
が
重
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
産
業
技
術
力

の
強
化
と
新
産
業
、
新
事
業
の
創
出
、

情
報
化
の
推
進
に
向
け
た
予
算
、
あ
る

い
は
、
交
通
・
物
流
、
都
市
、
情
報
通

信
、
少
子
・
高
齢
化
対
応
、
環
境
イ
ン

フ
ラ
の
重
点
整
備
に
向
け
た
予
算
等
へ

の
重
点
化
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

真
に
重
要
な
事
業
に
重
点
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
従
来
の
各
省
庁
年
度

予
算
と
は
分
離
し
て
総
理
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
予
算
が
確
保
さ
れ
る
仕

組
み
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際

に
は
、
関
係
す
る
複
数
の
省
庁
が
連
携

し
て
、
５
年
程
度
の
期
間
に
わ
た
り
継

続
し
て
実
施
す
る
諸
施
策
を
優
先
す
る

必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
従
来
型
の
公

共
事
業
を
見
直
す
観
点
か
ら
、
事
業
の

総
点
検
を
行
い
、
事
業
の
必
要
性
や
有

効
性
の
再
検
討
、
再
評
価
を
通
じ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
や
中
止
を
図
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。・
・
・


